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の

一
緒
に
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

老
人
ク
ラ
ブ
と
は
？

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
老
人
福
祉
法

な
ど
に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
教
養

の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
社
会
奉

仕
活
動
、
地
域
社
会
と
の
交
流
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
自
主
的
な
団
体
で

す
。

　

市
に
は
現
在
、
23
の
老
人
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
約
千
人
の
会
員
が
各

地
域
で
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。主
な
活
動
は
左
の
通
り
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

楽
し
く
生
き
が
い
づ
く
り

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
の
な
か
で
知
識
・
経
験
を
生

か
し
た
、
多
様
な
活
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

く
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
　
高
齢
支
援
課
高
齢
福
祉

係
☎
042
・
497
・
２
０
８
１
へ

フラダンス（右）や
ペタンク（中央）、
手芸（左）など、ク
ラブの活動内容は多
岐にわたります。自
分に合うクラブを探
しませんか。

生きがい・教養・趣味
　旅行、カラオケ、踊り、
フラダンス、民謡、手芸、
各趣味のサークル活動など

健 康 増 進
　ペタンク、輪投げ、グラ
ウンドゴルフ、スカットボ
ール、棒体操、レクダンス、
体力測定、健康ウオーキン
グなど

社 会 奉 仕
　友愛活動、募金活動、地
域パトロール、老人福祉施
設慰問、市内一斉清掃協力
など

クラブ名 主な活動場所
清風会 上清戸老人いこいの家（上清戸2-12-18）

親和会 中清戸中央老人いこいの家
（中清戸2-264-1）

長寿会 下清戸集会所（下清戸5-855-3）
延寿会 下宿集会所（下宿2-515）
喜楽会 中里地域市民センター（中里4-1301）他
長生会 野塩地域市民センター（野塩1-322-2）
竹寿会 竹丘地域市民センター（竹丘1-11-1）他
梅園長寿会 梅園老人いこいの家（梅園3-17-15）
旭が丘クラブ 旭が丘老人いこいの家（旭が丘2-5-4）
中里柳瀬クラブ 中里地域市民センター（中里4-1301）
むらさき会 野塩老人いこいの家（野塩2-387）
清親会 中里老人いこいの家（中里1-1725-1）
第三芝山会 松山老人いこいの家（松山1-26-1）他
アヒルの会 下宿地域市民センター（下宿2-524-1）
元町寿会 元町老人いこいの家（元町2-9-5）
竹水会 竹丘老人いこいの家（竹丘2-3-1）
道草会 信愛ふれあいホール（梅園2-3-15）
ひまわり会 いなり台老人いこいの家（中清戸5-89-57）
あかねの会 柿の下住宅自治会集会所（中里4-701-82）
松山クラブ 松山三丁目第２アパート集会所（松山3-14）
白梅会 竹丘二丁目アパート集会所（竹丘2-5）
オールドクラブ 中清戸地域市民センター（中清戸4-847）
ロートリークラ
ブあけぼの

コミュニティプラザひまわり
（下清戸1-212-4）

市内の老人クラブ一覧

主な活動内容 老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ボランティアへの参加 活躍の場の提供

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
昼
間
涼
し

い
室
内
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
市
内
の
老
人
い
こ
い
の
家

10
施
設
を
、
夏
期
の
平
日
に
限
り

「
猛
暑
避
難
所
」
と
し
て
無
料
で

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
日
ご
ろ
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
使
わ
れ
て
い
る
い

こ
い
の
家
を
、
各
ク
ラ
ブ
の
協
力

の
も
と「
猛
暑
避
難
所
」
と
し
て

開
放
す
る
も
の
で
す
。

　

日
中
を
一
人
で
過
ご
す
こ
と
に

不
安
の
あ
る
方
な
ど
、
仲
間
と
と

も
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
外
出
す
る
時
は
、
日
傘
や
帽
子

を
使
用
す
る
な
ど
直
射
日
光
に
注

意
し
、
暑
さ
対
策
を
施
し
て
く
だ

さ
い
。

開
設
期
間
　
い
ず
れ
も
７
月
18
日

㈫
～
９
月
８
日
㈮
平
日
午
前
10
時

～
午
後
４
時

問
合
せ
　
高
齢
支
援
課
高
齢
福
祉

係
☎
042
・
497
・
２
０
８
１

梅園老人いこいの家
旭が丘老人いこいの家
竹丘老人いこいの家
中里老人いこいの家
野塩老人いこいの家
松山老人いこいの家
上清戸老人いこいの家
中清戸中央老人いこいの家
いなり台老人いこいの家
元町老人いこいの家

猛暑避難所一覧

老
人
い
こ
い
の
家
を

　
　
　
　   「
猛
暑
避
難
所
」と
し
て
開
放
し
ま
す

猛
暑
の
際
は
ご
活
用
く
だ
さ
い各

施
設
の
住
所
は
上
記
表「
市
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
一
覧
」か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書
は
７
月
14
日
㈮
に
発
送
し
ま
し
た

◆
自
己
負
担
の
割
合

　

医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担
の
割

合
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

８
月
か
ら
負
担
割
合
が
変
更
と

な
る
方
に
は
、
７
月
中
に
新
し
い

保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

※
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」の
交
付（
要

申
請
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
今
年
度
も
基
準
に
該
当
す

る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い

認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
高
齢
者
保

険
係
☎
042
・
497
・
２
０
５
０

負担割合 負担区分 判定基準

3割 現役並み
所得者

同一世帯の後期
高齢者医療制度
の被保険者のな
かに、住民税課
税所得が145万円
以上の所得者が
いる方

1割

一般
現役並み所得者、
住民税非課税世
帯等に該当しない
方

住民税
非課税
等

区分2
世帯の全員が住
民税非課税で、
区分1に該当しな
い方

区分1

世帯の全員が住
民税非課税で、
①世帯全員が年
金収入80万円以
下で、その他の
所得がない方
②老齢福祉年金
を受給している方

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
料
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
年
金
天
引

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
す
る
方

へ
は
、
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
を
、
納
付
書
払
い
の
方
へ
は
、

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送
付

し
ま
し
た
。
な
お
、
70
歳
以
上
の

方
で
、
こ
の
通
知
を
東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
の
購
入
時
に
所
得
確
認

資
料
と
し
て
使
用
す
る
予
定
の
方

は
、
紛
失
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

介
護
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
依

頼
書
は
、
介
護
保
険
料
納
入
通
知

書
の
裏
表
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る

他
、
市
内
金
融
機
関
窓
口
に
も
備

え
て
あ
り
ま
す
。振
替
開
始
に
は
、

約
２
か
月
間
か
か
り
ま
す
。
年
金

天
引
対
象
者
の
方
は
、
口
座
振
替

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
減
免
の
申
請
は
お
早
め
に

　

所
得
段
階
が
第
２
段
階
・
第
３

段
階
の
方
で
、
世
帯
の
収
入
額
や

預
貯
金
額
が
基
準
以
下
で
あ
る
な

ど
の
要
件
に
該
当
し
た
方
は
介
護

保
険
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
高
齢

支
援
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
世
帯
全
員
の
１
年

間
の
収
入
が
分
か
る
も
の
、
預
貯

金
の
額
が
確
認
で
き
る
す
べ
て
の

通
帳
、
家
賃
支
払
額
を
確
認
で
き

る
も
の
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
今
年
度
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
減
免
を
受
け
る
場
合
の
申
請
期

限
は
平
成
29
年
７
月
31
日
㈪
で
す
。

問
合
せ
　
高
齢
支
援
課
管
理
係
☎

042
・
497
・
２
０
７
９

65
歳
以
上
の
方
へ
介
護
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　
決
定
額
を
通
知
し
ま
し
た

防
災
フ
ェ
ア
in

清
瀬
高
校
を
開
催

　

７
月
20
日
㈭
、「
防
災
フ
ェ
ア

in
清
瀬
高
校
」
を
開
催
し
ま
す
。

防
災
フ
ェ
ア
で
は
、
震
災
被
害
想

定
の
パ
ネ
ル
展
示
や
３
日
分
の
食

料
展
示
、
清
瀬
市
備
蓄
品
の
展
示

な
ど
の
他
、
当
日
行
わ
れ
る
清
瀬

高
校
の
宿
泊
防
災
訓
練
の
様
子
も

見
学
で
き
ま
す
。

　

な
か
で
も
防
災
マ
ッ
プ
作
成
訓

練
は
、
６
月
中
旬
に
三
小
・
六
小

・
七
小
を
中
心
と
し
た
地
域
の
人

と
清
瀬
高
校
の
生
徒
が
一
緒
に
街

を
歩
き
、
実
際
に
車
椅
子
に
乗
り

危
険
箇
所
を
探
し
た
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
の
状
況
な
ど
、
地
域
ご
と
に

生
徒
が
感
じ
た
防
災
に
関
す
る
情

報
を
ま
と
め
る
も
の
で
す
。
地
域

防
災
の
一
端
を
担
う
生
徒
た
ち
の

取
り
組
み
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
20
日
㈭
午
後
１
時
～

５
時

場
所
　
清
瀬
高
校

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
七
小
円
卓
会
議
世
話
人

・
長
縄
☎
080
・３
１
５
８
・
１
０
０
４

～まちあるきの様子～

地域の人からの説明を
熱心に聞く清高生

清高生の声
◆車椅子では道が細か
ったり段差が多かった
りして通りづらいとこ
ろがいっぱいあると感
じました。

◆私たちが作ったマ
ップで、安心して避
難できるようなもの
を作りたい。

◆ＡＥＤが意外とたく
さんあると思った。

　

Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
清
瀬
支
店

（
元
町
一
丁
目
）
と
、
農
業
資
材

や
新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売
を
行
っ

て
い
る
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
清
瀬
支

店
指
導
経
済
セ
ン
タ
ー（
新
鮮
館

・
中
里
五
丁
目
）が
、
中
里
三
丁

目
へ
移
転
し
ま
す
。
な
お
、
営
業

は
８
月
28
日
㈪
か
ら
の
予
定
で
す
。

問
合
せ
　
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
清
瀬

支
店
☎
042
・
491
・
３
５
１
１
、
Ｊ

Ａ
東
京
み
ら
い
清
瀬
支
店
指
導
経

済
セ
ン
タ
ー
☎
042
・
491
・
４
５
０
０

　

蚊
が
飛
来
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
近
年
、
世
界
的
に
蚊
が
媒

介
す
る
多
く
の
感
染
症
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
感
染
防
止
の
た
め
に

は「
感
染
症
流
行
地
域
へ
の
渡
航

を
控
え
る
」「
蚊
に
刺
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
」な
ど
の
自
主
的
な

対
策
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
肌
の

露
出
は
控
え
、
虫
除
け
ス
プ
レ
ー

な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
蚊
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
植
木
鉢
の
受
け

皿
や
バ
ケ
ツ
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
、
身
近
な
生
活
環
境

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
不
要
な
水
溜

り
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
健
康
推
進
課
母
子
保
健

係
☎
042
・
497
・
２
０
７
７

Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
清
瀬

支
店
移
転
の
お
知
ら
せ

蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

感
染
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

清瀬中学校 清瀬小学校

市役
所

JA 東京みらい清瀬支店
及び指導経済センター・
新鮮館の新店舗

けや
き通
り

清瀬
駅


